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|. 護えムき

わが日には廟僣J移上いわ"ゐ ヘドレ1でごフて構成さ″た燿立之や千わたパ稚あて多ぃが,=ヵ ぅの

地任上,(ェ李をたて,と する場a 3や 打ち` のヽだ篠荻′薙

麺を行な″て人手や工争薇裁の歓"を 可雀に Iな け″′びそら

ない。そのために史存ヘドロセ整上に震蒙のル上を庭多な奪

よに31夕 すオ宏●:.と夕″てぃる。 I″ヽ ί 嵌′(ヘドロの滅

久・ヾ“めて″い のヽで′土グヨ ム゙(によフてセ餐ぼ尊婁
-1の

」とくたシ`たり て前オヘ雄̀ t′ J゛ 広!二ば簾ほなく凍

た整に鰭えIていく。 レス●ヾフてだ`ネズ上のた人″決奮上を

桜べせなばな夕ない紗果を移く上|ち 漆年ιたヘドげを,島k ら
曝1へ|口上ままな11の略え刻脚に(杓

農おするだ。ネ■を[てそのみ猜 糠たけためて夫3、ヽ.このょ夕″孝篠を″上する方法と:て欠ホそ

え夕″ているものをことめると夕|のよ           ゎ隊髪卜{螢:lilみ倉ii:;:
4itil妻k労1募1'倉::I:ili 党絨 lli』li岬

|‖後fi3m寇孝ウ々`,の″ヾ現状tである。本人lC雌ペ

ッタに     姦 ‐| た 任衆′処燿エムの夕Ч吹ろ彫%′ι"eCι工残ば秦1のの手タ

為するtのであるが́ 晨〔多くの現場κ虹層ιてえてた釜のをたイし 土看の経潮"しにな″ιたのでミ

ヽに章t告する。

2.石ケγ難絣ectェ去

Pη冴 %eCt二残とは接たと耐ス性の所t、ビ
=リ ン禦透オし ―卜をヘドロ上K一 面に″柔 t  ́そ のた

に昼上を豊´て土″のrFFべを″ぐェ宏である。 こ 素に晨嘱するシ
ートl■薇末のゾダあるt にヽ′千 そ

め

に材今 |(散べて材村軍鳴 べ子の確力性 た
工の運ユ社性“どに関 (1∫るゃヽκすぐ″ていス●, そ の特

傷ヽ′ずると=ろ ″烈 `であり′薇末の材村 と``塀質の企 くァレキシブ′L/有ものを高次、の可娯り″κ颯々

`て′」申したい ′`、Rに ある。

本工宏案ムの時碁となったものはオフシノ・エムス

河千杉水応にあげる行場u城″マ'卜 1(よる/ノ 衡″

議工宏 である。筆オ当■==ヵ を驚次燿立にの宏μ應

瑾の目"′(力甲 l(´ たのた二揚采そ認のな。 t,ヽ

ι宏セぼのだ玄多しとパ逢囀「るェ法と1(ぐ 、こそ

〈“オ宏と考えウ′てた。

二課L^考 え夕を聟岬宅イとι―和υ"の ビ`ロ シンート

をヘドげ仝衡|(″象 t餐 上したの「字″妥をイジユ
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た工孝クヾ晨々のな工″(である(名凛-2λと・/7-経のヘドロ

薇友 |∫ε=οク2～αο3物算 で人事の進へが不fた ●灰魚

であつた。以だ′(=|ま す」I″′f lg多を`だ籐 =で 綺ζ及

l毎算-1に示す=と 〈|ォチιい室性末妨がた ,た。綺

"ο∂0だ ″`唆 ′(シートを夕た `て その上|くコき夕「

と格上奪ば/～′夕″る夜となりを″(“研トウに承ぇ造欠

をえ`で ることψてoま た.

日本鋼鬱渦山燿上たでは広人々ヘドけだ餞●ヾゑ′水

だ雇のま 咸ヽoネて,1あ。 この一ヤに矢オ1達洛の止  卑 項13 ラ
ーILめ ヨ|ム (た〔イズル気為ル)

攻ボけル(ネたバ.31夕 したたは的`0メのスせ1で確た t17えoメ′(子る。
″の達路蓬八なfクィQ崚'23

のたそをψ摯とし上亨をtF有した。その進象に小工亥を殊剰した静采縛″の″の上量でャ野た■延接

わ"の庭みをえ表すること本でき′薇嗜 グ 早けは前なの簿%に仏次でき六(磨コ無́3)。

瞑上の実夕1のにそヽ′′ヽFrた千杉4は スイとざ竹″羨だ2に , 大仄衆夕L可た豊々たその化ふ74で花エ

|ス ,広 乾口に欠嘱oネ ,fどあている。

3.砕 t sheetェ 表の彙理とね舛煮

本ェ法の7雇 ど材釆ぼフぎにテす二つの犯、々、そ、らな察するこ

(の上″でき夕 1オ のケ公布壺′、∫ろフー「の'I蔵 '″ 夕寿生

匡日 に示すこ
´
とくへFσた整に直絡行をPc・=んえ夕″たとき

のは巧くま持″nは 次べで示ぎ″る。

2= Q =〆 cM… … … …  …‐(つ

蛇絡上にラートを″藪 (での二ゃヽあヤが行壼2, `を"之 うと

た養のたTに rf″クでラ
ートに図-1 ( Dのごクに火=ダ(″濠ク″

夕を各生する。ワ1晨クのオFF 7と水子とのなす角をθとす´ぼ.

P晏c=Q´ +2′″れθ       … (2)

シー1の '1摯リカはな1ォ悲上クになする″々盛上η薇夕」

でので′会鰤 ("′くギ蜃ヽ rの 口を考えると P=γ r Aク

ロめィ上げ力7は

1=ν r …
  …    … “3)

lた o (って

Q′=αC″̀ 十′′%～タ

=ズごr/c十′争 ″″一…… … イ4)

r4Dをo式 にベヘ (て

Ps.c=`C崚 ・2′あθ十′チ咋 …し)

を得, ことを0)式とに夜すると才Z凛 の荷を軽ゑ効果

とォ3η の″え″栞の誉準によクシート上に″イ̀めて

人0な衝壼脅, げヽらこヒメT推 と4る 。

図-1 ヘ ドロ表向の表続
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の上訳″″衛壼の信人にクれて́ 不衝の口量の場

春●可瞬 にあらわ率るたあ●疼■リ タ僣夫け崚

めて窓荻である。

(bシートの有煮による街壼‐た下劇休

螂呼めに示すよ夕な奴キガ壼たよリヮざの4

クの場合ヽ kクぃて試験を行ないオT性 ぺのガクt

を実花した。

②的端回菱したンー1上 への藪行

(b)雅土表“上に″象 :たこ崩む回たシーILへ

の裁竹
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L < | t :Ftt f6 o I  r : f lY 1 6.

@> - l  rc t t&a f id+ t t ,  <  z f i lg_^< hL t  o t t f t+ t fu f l

菫姉ょク達のo小翼の流妙縦滋●ヾ冬クκ<ヽ なる。

(う)CCDの外 rの よウンートのワ|ルクルが小き、1ボ.な お看をの″丁巨ム紛釆がある。

多.Taγtt stetのた工宏

本二宏のた二浚け慮甲雅上に整の残友格イと盛上の行壼季今κ夜に '″ て人゛く残 り,そ のた二叶

働上の主腋け上た,付 にガつたシーl″ 者 の選た と
二あ=゛ を 1ォ 宏の夫な ある.ヘ ト

・口上に千

薗的な荻之赫 竹■,力 か と常代特 1達 み造反のうかとでは無竹叶のに盤え妙荼す
とシールにゃヽ ヽ

ろえルのカー性 F"走 ホめるので針働上`71J Iで考えるべ0で ぁる.

た工叶 嗜」o夕 1土 そ の各なイιとを餞シ
ー トに週唆 のデl漱 クカをみえな`。ために′ で rる だけ寿 ι

l

3 1な !を行
‐なう。 人め豊ヘィ籠このπ饉 で1有 奎2 r●/召友 のグル ド´チーでο. 3～a 8ケ奪十のォf夕 !

ダイにで●ク″″ズに丼く,1を さ″t整 上に,― 卜と́ 休 ′々,て広成 のヘドロモ炎」とにべ2つ。

|い 1二たの人■でF直 ウ′くトラック久立に膚たですないのでィzた 日の堡土を歌10・・奪そないトラ

ッタを進raすでろ。前に″よクなc,″か″,1%ィ友のだ餐でに多±7● ′̀οτ層たとなる。

ラート材なビニロンダム々なわりκ蕩嬌友で各行性ボ本■法に適」てぃヵ. シー「“還秩″減小今

Ftと ●‐1権● カメ″%友 の人すぎに工場鋼 ●″壕働κ療へ●Иら。理カケ資喀薇数力,た "人 カ

を使厠 1/コ イントに看摯″じ´″佑合が行な″″ろ。シートに十分な薇ウJを栞すセ越に量茂あフ|ル

|力 ■事を■ぃr.‐めたその″餞ガオ々,さ夕 1オ幾に“1体 "に 長″やつ 調整琺″r考え夕″てぃる。

本二翡`早 に壺土量の経な′しのみ■タチ′痛 lをすネた創令のヘドロ除なの向題やサンドドレーン

●ビわ打気に対する有利性などを嬌せオ々ら“直4何 4"々 儀な彰栞に雄めて人であるヒ命静せ″■
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